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むやみに進路を変更しない

バックミラーに付いた水滴や他車の水しぶきなどで視界が悪くなり、走行車両

の発見が遅れることで事故の危険性が増加します。

速度を落として車間距離に注意

雨の降り始めは特に路面が滑りやすくなりま

す。スピードを落とし、前車との車間距離は長めに

とりましょう。

急ブレーキ急ハンドルは厳禁

雨で路面が濡れているときの摩擦係数は、乾燥時の２分の１となり、非常に滑り

やすい状態です。

天気予報をこまめにチェック

荒天時は大雨に伴い通行止めや速度規制が行われる場合があります。事前に天

気予報をチェックしておきましょう。

ライトを点灯する

雨の日は薄暗くなり前方車両が見えにくくなります。ライトは早めに点灯し自車の

存在を知らせましょう。

近年、突然の局地的な豪雨いわゆる「ゲリラ豪雨」が頻繁に発生しています。

強風や雷を伴うこれまでに経験したことのない大雨が土砂崩れや洪水等を引き起

こし甚大な被害をもたらします。

山間部を通過する高速道路ではラジオ放送はもとより高

速道路に関する地域情報に注意し、ゲリラ豪雨の発生を予

想する警報等が発信された時は迷わず直近のＰＡ・ＳＡ等

安全な場所へ早期に避難するなど自然災害への対策に心が

けて下さい。



高速道路での積み荷の落下は後続車両の事故を誘発する危険

な行為です 。ロープ掛けが緩かった り 、シー ト をかけていなかった

り 、 という初歩的なミスが原因で積み荷を落下させ、後続車両が乗

り上げるなどの事故が後を絶ちません。

落 下 物は 落 と し 主 の 責任 で す 。 過 積載 厳禁 のほ

か 、 出発前の積み荷のチ ェ ッ ク は も ち ろ ん 、 荷物 を

運送するときには、Ｓ Ａ ， Ｐ Ａでの休憩時の点検は勿

論、走行中にも積み荷の状態に注意して落下事故を

起こさないようにしてください。

◎車の運転前に、積荷の積載状態を点検しましょう 。

◎幌、シート 、ロープ等をしっかりと掛けて積荷が飛ばないようにしま

しょう。

◎道路緊急ダイヤル （＃ ９ ９ １ ０ ） 、料金所の係員、最寄りのＳＡ ・ Ｐ Ａの

非常電話で情報提供をしましょう。

◎車間距離を十分に確保しましょう 。

◎制限速度を遵守しましょう 。

◎脇見をせず運転に集中しましょう。


